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Abstract: The purpose of this study was to make clear how the substitute science 
textbooks compiled by Kanto District Science Committee, “Kansatsu-to-kiroku (Observation 
and record)” (1948), were influenced by “Shizen-no-kansatsu (Observation of nature)” 
(1941･42) and affected on the authorized science textbooks, “Shin-tanoshii-kagaku (New 
pleasant science)” (1951).　Through the study of documentary records, the following results 
were reached: (1) The units of the substitute science textbooks accounted for 30～60 
percent of the sum total of the units of “Shizen-no-kansatsu”.　When the substitute science 
textbooks were compiled by above committee, these textbooks were not inherited from 
“Shizen-no-kansatsu” and were plotted with the new contents.　(2) The units of the 
authorized science textbooks accounted for 10～20 percent of the sum total of the units of 
the substitute science textbooks.　“Rika-shido-kenkyukai (Study group of teaching science)” 
compiled new units on the basis of the standard for science in elementary school.　(3) In 
Postwar Japan, the compilation of these textbooks needed not only enthusiastic teachers 
participated in local district science committees, but also publication of “Rikai-no-mokuhyo 
(Object of understanding)” as a guideline for the new science textbook.
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はじめに

　1946（昭和21）年８月20日，文部省はGHQ/SCAP（連
合国軍最高司令官総司令部）のCIE（民間情報教育局）
の意向を反映して，教師用書や教師用指導書などの使
用禁止を通牒した。その結果，戦前から小学校におい
て用いられていた『自然の観察・教師用一～五』
（1941・42）は使用禁止となった。その後，戦後初の
検定教科書として第１学年用理科教科書『よいこのか
がく』（広島図書）や『１ねんせいのりか』（大阪書籍）
が小学校に導入されたのは昭和25年のことであった。
それでは，昭和21年から昭和25年まで教師用書や教科
書などが発行されていない状況において，低学年理科

ではどのような授業用資料が用いられていたのだろう
か。
　先行研究において，理科研究関東地区委員会によっ
て代用教科書『一～三ねんのりか・かんさつときろく』
（1948）が発行されたことは指摘されているが，その
詳細については未だ明らかにされていない1）。
　そこで本稿では，理科研究関東地区委員会によって
作成された代用教科書の内容を明らかにし，戦前から
の『自然の観察』及び昭和26年に発行された検定教科
書との関係について考察することを目的とした。
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Ⅰ．理科研究関東地区委員会による
代用教科書の編纂　　　　

１．理科研究関東地区委員会による代用教科書の作成
　理科研究関東地区委員会（別称，関東理科研究委員
会）は1947（昭和22）年８月に，栃木師範学校附属小
学校主事の郡清を委員長，山梨県甲府市立琢美小学校
の秋山樹好を副委員長として発足し，同年９月から活
動を開始した。当初，毎週木曜日に東京都千代田区立
淡路小学校を会場として会合がもたれた。同委員会は
各県３，４名の委員から成り，東京都竹小学校の西野
戌俊ら総勢25名の委員から構成されていた2）。
　1948（昭和23）年６月15日，代用理科教科書『一～
三ねんのりか・かんさつときろく』（新教育協会）が
理科研究関東地区委員会によって発行された。同代用
教科書は当初，昭和23年４月に発行予定であったが，
印刷が遅れた結果，学校では夏休みの直前か，第二学
期の始めに配本されていた。郡清は代用教科書出版の
理由を「小学校一，二，三年には，理科の教科書がない。
学習指導要領によつて，一應基準は示されているもの
の，これを直ちに学習にあてる訳には行かない。従つ
て教師や児童の悩みは相当なものである。事実全然理
科を投げやりにしている学校が各地区とも珍しくな
い。」3）と記し，教科書なしの実践が学習指導上困難で
あることを指摘していた。
　昭和23年11月15日，郡清は『かんさつときろく』の
普及状況と評価に関して，関東地方の大半の小学校で
使用されており，学校現場で大変利用し易いという評
価を得ていることを紹介していた4）。また，郡は
GHQ/SCAP の CIE の科学教育担当係官である V. T.
エドミストン（Edmiston, V. T.）が「今のところ，用
紙が足りないので，なければどうにもならない。上学
年（四年以上）についてのみ教科書を出すことにして
いる。用紙事情がよくなり次第，低学年のも作る考え
を持つている。（中略）低学年には教科書がなくて困
つているということであるが，丁度関東理科研究委員
会が作つた“かんさつときろく”はよいものであるか
ら，教科書の代用として利用されたらよいと思う。当
分これを利用して，暫く我まんしてほしい。」5）と発言
したと記している。郡によれば，（1）CIE が低学年理
科教科書の出版構想を持っていたこと，（2）関東理科
研究委員会発行の『かんさつときろく』が CIE から
高い評価を得ていたことが分かる。
　３冊の理科研究関東地区委員会作成の代用理科教科
書『一～三ねんのりか・かんさつときろく』は，いず
れも総頁数が32頁であった。各学年の内容は22から24
の単元から構成されており，四色刷の挿絵，図表及び

平易な記述などが豊富に盛り込まれていた。
　次に，これらの代用教科書に対する戦前の『自然の
観察』の影響を見るために，両者で取り扱われている
単元を比較することにする。

２． 代用教科書『かんさつときろく』における戦前の
『自然の観察』の影響

　理科研究関東地区委員会作成の代用教科書『一ねん
のりか・かんさつときろく』（1948）の単元と戦前の『自
然の観察・教師用一・二』（1941）の単元を比較した
ものが表１である6,7）。なお，表１の右欄の下線部分は
左欄と関連のある単元を示している。以下，表２～６
の下線部分も同様のことを示している。

表１　 『自然の観察・教師用一・二』（1941）と『一ねん
のりか・かんさつときろく』（1948）の単元の比較
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　表１が示すように， 『一ねんのりか・かんさつときろ
く』 には23の単元が設けられていたが， 『自然の観察』 と
関連する内容は14単元であり， 全体の約61％であった。
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　同様に，『二ねんのりか・かんさつときろく』（1948）
の単元と戦前の『自然の観察・教師用三・四』（1941）
の単元を比較したものが表２である8,9）。

　表３が示すように，『三ねんのりか・かんさつとき
ろく』において『自然の観察・教師用五』と関連する
単元は７であり，全体の約32％であった。
　このように，第１学年から第３学年までの『かんさ
つときろく』の単元において，『自然の観察』と関係
する内容は３～６割を占めていた。理科研究関東地区
委員会は『かんさつときろく』の編纂において，ただ
単に戦前の『自然の観察』の内容を引き継いだのでは
なく，同委員会が構想した新しい低学年理科の内容が
盛り込まれていた。
　次に，これらの代用教科書が検定教科書に及ぼした
影響を見るために，両者で取り扱われている単元を比
較することにする。

Ⅱ．「理科指導研究会」による
検定教科書の編纂 　

　1951（昭和26）年６月に，理科研究関東地区委員会
のメンバーが中心となって組織された「理科指導研究
会」（代表者：郡清）によって，検定教科書『しんた
のしいかがく・１～３ねん上・下』が日本書籍から発
行された。これらの教科書は，昭和26年に文部省検定
（Approved by Ministry of Education）を終えてい
た。検定教科書『しんたのしいかがく』（1951）の内
容において，代用教科書『一～三ねんのりか・かんさ
つときろく』（1948）は如何なる影響を及ぼしている
のか。以下，この点について論究したい。
　代用教科書『一ねんのりか・かんさつときろく』
（1948）の単元と検定教科書『しんたのしいかがく・
１ねん上・下』（1951）の単元を比較したものが表４
である12）。
　『しんたのしいかがく・１ねん上・下』（昭和26年６
月１日発行，各52頁）には31の単元が設けられていた
が，『一ねんのりか・かんさつときろく』と関連する
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表２　 『自然の観察・教師用三・四』（1941）と『二ねん
のりか・かんさつときろく』（1948）の単元の比較

　表２が示すように，『二ねんのりか・かんさつとき
ろく』において『自然の観察』と関連する単元は14で
あり，全体の約58％であった。
　同様に，『三ねんのりか・かんさつときろく』（1948）
の単元と戦前の『自然の観察・教師用五』（1942）の
単元を比較したものが表３である10,11）。

表３　 『自然の観察・教師用五』（1942）と『三ねんの
りか・かんさつときろく』（1948）の単元の比較
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単元は８であり，全体の約26％を占めていた。
　同様に，第２学年用『かんさつときろく』（1948）
と『しんたのしいかがく』（1951）の単元を比較した
ものが表５である13）。

　『しんたのしいかがく・２ねん上・下』（昭和26年６
月１日発行，各52頁）において，代用教科書『二ねん
のりか・かんさつときろく』と関連する単元は４で，
全体の約14％であった。
　同様に，第３学年用『かんさつときろく』（1948）
と『しんたのしいかがく』（1951）の単元を比較した
ものが表６である14）。
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表４　第１学年用『かんさつときろく』（1948）と
　　　 『しんたのしいかがく・１ねん上・下』（1951）

の単元の比較　　　　　 　　　　　　

表５　第２学年用『かんさつときろく』（1948）と
　　　 『しんたのしいかがく・２ねん上・下』（1951）

の単元の比較　　　　　 　　　　　　
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表６　第３学年用『かんさつときろく』（1948）と　
　　　『しんたのしいかがく・３ねん上・下』（1951）

の単元の比較　　　　　 　　　　　　
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　『しんたのしいかがく・３ねん上・下』（昭和26年６
月１日発行，各52頁）において，代用教科書『三ねん
のりか・かんさつときろく』と関連する単元は４であ
り，全体の約15％であった。
　このように，第１学年から第３学年までの検定教科
書『しんたのしいかがく』の単元において，代用教科
書『かんさつときろく』と関係する内容は１，２割を
占めていたに過ぎない。「理科指導研究会」（代表者：
郡清）は新しい基準に基づいて，新設単元を盛り込ん
でいた。それでは，「理科指導研究会」は何を基準に
して『しんたのしいかがく』を編纂したのであろうか。
　そこで次に，新単元の基準として考えられる，文部
省告示第12号（1949.2. 9.）による検定教科書基準及び
昭和27年版小学校学習指導要領の「理解の目標」につ
いて考察することにしたい。

Ⅲ．検定教科書の基準としての
「理解の目標」　　　　

１． 文部省告示第12号による小学校理科検定教科書基
準としての「理解の目標」

　『しんたのしいかがく・１～３ねん上・下』の作成
に当たって，「理科指導研究会」（代表者：郡清）が参
考にした検定教科書基準として，1949（昭和24）年２
月９日付の文部省告示第12号による小学校理科検定教
科書基準が考えられる。同検定教科書基準は，低学年
（第１～３学年）と高学年（第４～６学年）に分かれ
ていた。低学年及び高学年の検定基準は次の通りで
あった15）。
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表７　低学年理科の検定教科書基準
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　このように，低学年の「理解の目標」は「生物に関
するもの」（19），「空と土に関するもの」（12），「機械
と道具に関するもの」（9）の３領域にわたって，40の
科学的概念（上位概念）から構成されていた。一方，
高学年の「理解の目標」は「生物に関するもの」（15），
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表８　高学年理科の検定教科書基準 38
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「保健に関するもの」（14），「空と土に関するもの」（18），
「機械と道具に関するもの」（18）の４領域にわたって，
65の科学的概念（上位概念）から構成されていた。

２． 昭和27年版小学校理科学習指導要領における
「理解の目標」

　昭和22年版小学校理科学習指導要領は1952（昭和
27）年２月20日に改訂された。その際に，改訂の基準
となったのが「理解の目標」であった。この「理解の
目標」は昭和24年版検定教科書基準とどのように異
なっていたのだろうか。次にこの点について考察した
い。
　昭和27年版小学校理科学習指導要領の「理解の目標」
は次の通りである16）。

表９　昭和27年版小学校理科学習指導要領の
「理解の目標」　　　　　　　　
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　表７～９が示すように，次の諸点が明らかになった。
　第一に，昭和24年版教科書検定基準の「理解の目標」
では低学年の上位概念が40，高学年の上位概念が65，
合計105の科学的概念（上位概念）が示されていたが，

昭和27年版小学校理科学習指導要領の「理解の目標」
では上位概念が６，中位概念が37，合計43の科学的概
念が明示されていた。例えば，昭和24年版教科書検定
基準において，低学年の上位概念である「１．動物は，
区別のつく特徴を持つている。」「２．ある動物を他の
動物と見分けることができる。」「３．動物は，類別す
ることができる。」と高学年の上位概念である「１．
生物には，いろいろの種類がある。」などは重複して
いた。従って，これらの上位概念が整理・統合された
結果，昭和27年版学習指導要領の「理解の目標」にお
いては，科学的概念が昭和24年版教科書検定基準に比
べると大幅に減少したのではないかと思われる。
　第二に，昭和24年版教科書検定基準の「理解の目標」
は，「生物に関するもの」「保健に関するもの」「空と
土に関するもの」「機械と道具に関するもの」の４領
域から構成されており， それぞれ150， 126， 233， 138，
合計747の下位概念から成り立っていた。一方，昭和
27年版小学校理科学習指導要領の「理解の目標」は，「天
体の動き」「自然の変化」「生物の生活」「健康な生活」
「機械と道具のはたらき」「自然の保護と利用」の６領
域から構成されており，それぞれ58，171，95，113，
123，154，合計714の下位概念から成り立っていた。
両者の「理解の目標」において科学的概念（下位概念）
の領域区分は異なるものの，全体の下位概念数はほと
んど変わっていなかった。

Ⅳ．戦前の『自然の観察』から戦後の
　　検定教科書『しんたのしいかがく』
　　に至るまでの内容の変遷　　　 　

　最後に具体的な内容を取り上げて，『自然の観察』
から検定教科書に至るまでの内容の変遷を見て行くこ
とにする。
　例えば，『自然の観察・教師用一』（1941）では，第
13課で「しゃぼん玉遊び」が取り上げられていた。同
課では，「しゃぼん玉を吹かせて，色や形，ふくらむ様，
飛ぶ様におもしろさや美しさを見出させ，工夫する態
度を養ふ」17）ことが目指されていた。具体的な学習指
導では，「しゃぼん玉を吹くと，表面がグルグルまは
りながらふくらんで来て，色々な色が現れる。そのふ
くらむ様，色の美しさ，形，風に乗つて飛び行く様を
そのまま見せ，興味を感じさせればよく，その色の現
れる理由などを説明する時期ではない。」18）と記され
ていた。『自然の観察』では石鹸を水に溶かして石鹸
水を作り，工夫しながら上手にシャボン玉を作り，シャ
ボン玉で楽しむことに学習の主眼が置かれていた。
シャボン玉の学習を通して，児童に何を理解させるの
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かという点は視野の外に置かれていた。
　次に表１が示すように，代用教科書『かんさつとき
ろく』 （1948） では， 第１学年で単元 「しゃぼんだまあ
そび」が取り上げられていた。同教科書では図１19）

の挿絵が提示されているだけで，児童が何を学習する
のか示されていなかった。1947（昭和22）年９月，理
科研究中央委員会によって作成された「理解の目標」
においても，シャボン玉の学習に関する科学的概念は
明記されていなかった。従って，『かんさつときろく』
においても，『自然の観察』と変わらない学習指導が
なされていたのではないかと思われる。
　1951（昭和26）年６月に発行された検定教科書『し
んたのしいかがく』では，単元「しゃぼんだま」は第
２学年で取り扱われていた。教科書の挿絵では，（1）
子どもがシャボン玉を飛ばしている様子，（2）シャボ
ン玉の作り方，（3）シャボン玉を吹く筒を工夫するこ
とによって，シャボン玉の形を変えて飛ばしている様
子が示されていた。教科書の本文では，「あきらくん
たちは，しゃぼん水のつくりかたを，せんせいからき
きました。こちらでは，小さなたまをたくさんあげて
います。ふみ子さんです。なんでふいているのでしょ
う。」20）と記述されていた。このシャボン玉の学習に

相応する，昭和27年版小学校理科学習指導要領の「理
解の目標」は，「Ｅ．物は，その特性によって固体・
液体・気体に分けられる。（中略）２．ふくらんだ風
船やシャボン玉の中には，気体がはいっている。ａ．
シャボン玉・ゴム風船・紙風船などは，空気やいきな
どでふくらむ。」21）と明記されていた。戦前の『自然
の観察』や戦後の代用教科書では，シャボン玉の製作
やシャボン玉の色や形に対する興味の喚起などに指導
上の重点が置かれていた。それに対して，検定教科書
ではシャボン玉教材を通して，目に見えない空気の存
在を理解させることが求められていた。
　シャボン玉は戦前から戦後へと繋がる単元内容であ
るが，児童に何を求めるのかという学習のねらいが大
きく変化していることが分かる。代用教科書が未だ『自
然の観察』の目標や指導上の取扱い方を継承している
のに対して，検定教科書においてはそれらが質的に変
容している。その背景として，昭和27年版小学校理科
学習指導要領の「理解の目標」が存在していた。そし
てそもそも，「理解の目標」の発端は昭和22年９月の
理科研究中央委員会による作成にあったのである。

おわりに

　理科研究関東地区委員会は代用教科書において『自
然の観察』とは異なる新しい内容を盛り込んでいた。
その一方，『自然の観察』から引き継がれた単元では，
同様のねらいや学習指導上の取扱いがなされていたよ
うに思われる。検定教科書においては一部，代用教科
書の内容が継承されると共に，新しい単元が設けられ
ていた。代用教科書と同一の単元であっても，そのね
らいや学習指導法は相違していた。これらの背景とし
て「理解の目標」が存在していた。「理解の目標」は
子どもが何を理解すべきなのか，そして学んだことは
学年間でどのように関連し合っているのか，等々を明
確にする役割を担っていた。
　昭和20年代における地方での代用教科書及び検定教
科書の編纂には，理科研究地方委員会に参画した熱意
ある教師らと共に，教科書指針として理科研究中央委
員会及び文部省によって作成された「理解の目標」の
存在が重要であったと考えられる。
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